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知

的

閤

際

貢

献

の

拠

点

と

し

て

学
長

中
嶋
嶺
雄

二
十一
世
紀
の
大
学
像
を
め
ぐ
る
議
論

同
際
化、
的
械
化、
グ
ロ
ーバ
ル
化
と
い
うこ
卜一
世
紀の
不
可
避の
歴
史

的
潮
流
の
な
か
で、
日
本の
大
学
は
来
た
し
て
同
際
競
争
力
を
も
ち
斜
て
い
る

の
か、
私
向HaM
が
現
住
責
任
を
負っ
て
い
る
大
学
（
東
京
外
国
語
大
学）
は
国

際
社
会へ
の
貢
献
に
そ
な
え
て、
ど
の
よ
う
に
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ない
の

か。
学
・長
と
し
て
日
夜
考
え、
か
っ
改
革
し
よ
う
と
し
て
き
た
の
は、
こ
れ
ら

の
点
で
あっ
た。
こ
の
間、
わ
が
国
に
お
け
る
大
学
問
述の
論
議
も
活
発
に
な

り、
二
十一
位
紀の
大
学
像
に
つ
い
て
も、
理
念
と
政
策の
両
国
か
ら、
か
な

り
突っ
込
ん
だ
本
絡
的
な
論
議
が
交
わ
さ
れ
て
い
て、
す
で
に
具
体
的
な
提一日

も
お
こ
な
わ
れ
て
い
る。

ま
ず
文
部
符の
大
学
審
議
会
は一
九
九
八
年
十
月
に
『．一
卜一
世
紀の
大
学

像
と
今
後の
改
革
方
策に
つ
い
て』
と
題
す
る
答
申
を
発
表
し
て
い
る。
こ
の

答
中
は、
「
競
争的
環
境の
小
で
個
性
が
郷
く
大
学」
と
い
う
や
や
文
学
的
な
副

題
も
さ
る
こ
と
な
が
ら、
従
来
の
審
議
会
文
持の
枠
を
大
き
く
超
え
た
内
谷
を

も
つ
もの
で
あ
り、
た
と
え
符
巾の
基
本
方
策を
批
判
す
る
場
合
に
あっ
て
も、

決
し
て
無
視
す
る
こ
と
の
で
き
ない
意
味
を
もっ
て
い
た。
具
体
的
に
は、
従

来
の
向
等教
行
で
ト
分
に
位
世づ
け
ら
れ
てい
な
かっ
た
大
学
院の
教
育・
研

究
体
制
を
明
般
に
し、
と
く
に
高
度
職
業
人
養
成の
問
題
を
政
策
化し
た
こ
と

な
ど
が
特
徴
的
で
あっ
た。
大
学
事官
叫刷
会
は
引
き
続
き
国
際
化、
グロ
ーバ
ル

化の
問
題
や
情
報
車
命の
問
題
に
取
組
み、
二
O
O
O
年
十一
刀
に
は『
グ
ロ
ー

バ
ル
化の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
尚
等
教
育の
伝
り
方
に
つ
い
て』
と
題
す
る
答

申
を
お
こ
なっ
て
い
る。
ま
さ
に
ニ
ト一
此
紀の
紋
終
段
附で
ま
と
め
ら
れ
た

大
学審
議
会の
H以
後の
答
山・
で
あっ
た
が、
ニ
ト一
世
紀の
大
学
が
当
面
す
る

新
し
い
課
題
に
挑
戦
し
よ
う
と
す
る
もの
で
あ
り、
H
本の
大
学の
同
際
化
や

印刷
学
生
政
策に
も
具
体
的
に？口
及
し
て
い
る。
こ
の
問、
一
九
九
九
年
か
ら
は

国
也
大
学の
設
置
形
態
に
関
す
る
問
題、
と
く
に
独
立
行
政
法
人
化の
問
題
が

大
き
く
クロ
ー
ズ
アッ
プ
さ
れ
る
と
と
も
に、
評
議
会
と
教
授
会の
関
係
な
ど

大
学
運
営の
改
善
を
は
か
る
H
的
で、
学
校
教育
法
や
同
也
学
校
設
位
法
な
ど

の
大
学
関
連の
法
律
が
改
正
さ
れ、
二
0
0
0
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
た。

な
か
な
か
進
ま
な
い
改
革

こ
う
し
て
ニ
ト一
世
紀の
大
学
像
を
め
ぐ
る
論
議
と
政
策
は
か
な
り
広
範
に

促
ω位
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が、
こ
れ
ら
の
改
革
方
策
が
個々
の
大
学に
お
い

て
実
行に
移
さ
れ
る
テ
ン
ポ
は
全
般
的
に
依
然
と
し
て
遅々
と
し
て
い
る。
私
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二
十
一

世
紀
の
わ
が
国
の
大
学
像
や
大
学
地
図
も、

国
際
比
較
の
視
点
か
ら
大
き
く
塗
り
替
え
ら
れ
る
だ
ろ
う。
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自
身、
ア
メ
リ
カ
の
大

学’｜｜
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
校
国
際

関
係・
太
平
洋
研
究
大
学
院
（
I
R
／
P
S

I－
で一
年
間
教
鞭
を
とっ
た
経

験
か
ら
日
本
の
大
学
の
現
状
を
批
判
し
た
こ
と
が
契
機
で一
九
九
三
年
秋
か
ら

大
学
審
議
会
特
別
委
員
を
三
期
に
わ
たっ
て
つ
と
め、
一
九
九
五
年
九
月
か
ら

は
学
長
に
も
就
任
し
た
の
で、
折
り
に
触
れ
て
大

学審
議
会
の
答
申
な
ど
を
学

内
に
紹
介
し、
二
十一
世
紀
の
大
学
像
に
沿っ
た
大
学
改
革
の
方
向
を
示
し
て

い
る
つ
も
り
で
は
あ
る
が、

学内
は
永
い
歴
史
と
伝
統
に
安
住
し
て
し
まっ
て
い

る
の
か、
小
さ
な
既
得
権
の
固
持
に
執
着
し
て
せ
め
ぎ
あっ
て
い
る
か
ら
な
の

か、

改革
が
な
か
な
か
進
ま
な
い。
大
学
改革
と
国
際

競争
力
の
強
化
を
め
ざ
し

て、
学
長
同
士
が
夢
を
語
り
合っ
た
こ
と
か
ら
始
まっ
た
東
京
工

業大
学、
一
橋

大
学、
東
京
医
科
歯
科
大
学
と
の
「
四
大
学
連
合」
構
想
に
関
し
て
も、
去
る
十

二
月
の
評
議
会
で
よ
う
や
く
満
場一
致
の
機
関
決
定
を
見
た
も
の
の、
様
々
な
曲

折
や
抵
抗
が

学内
的
に
は
あっ
た。
要
は、
文
部
省
が
主
導
し
た
り、
大

学審
議

会
が
提
言
し
た
り、
学
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て

改革
を
進
め
よ
う
と

し
た
り
す
る
と、
必
ず
抵
抗
や
サ
ボ
タ
ー
ジュ
が
あ
る
と
い
う
特
殊
日
本
的
な
大

学
の
体
質
が、
と
く
に
人
文・
社
会
科
学
系
に
は
多
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か。

こ
れ
か
ら
重
要
と
な
る
国
際
比
較
の
視
点

そ
う
し
た
な
か
で、
留
学
生
政
策
な
ど
は
比
較
的
に
改
革
を
進
め
や
す
い
と

い
え
よ
う。
東
京
外
国
語
大
学
に
お
い
て
も、

一
年
間
の
英
語
に
よ
る
短
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て
の
I
S
E
P
T
U
F
S
（
Z
Z
B
守

Eo
s－
ω
E
営
再
開
討F
gmo
司
S
唱ω
昌
司σ
－q。

C
E〈O
B－
q
広
明0
5
何回
∞
宮
内出
g）
や
U
M
A
P
（
C
E〈
Rm－
q
冨OFF－－
q
E

rz
gm－
so
gamn
H
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
交
流
機
構）
の
リ
ー
ダ
ー
ズ・
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
実
行
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
も
あっ
て、
こ
の
と
こ
ろ
世
界
各
国・

各
地
域
か
ら
の
留
学
生
が
急
増
し
て
お
り、
現
在
は
約
六
五
O
名
と
学
生
総
数

の一
五
%
に
迫っ
て
い
て、
国
立
大
学
の
な
か
で
は
最
高
の
留
学
生
比
率
に

なっ
て
い
る。
留
学
生
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
は、
そ
れ
だ
け
国
際
競
争
力
を

備
え
て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
の
で、
さ
ら
に
改
革
を
進
め、
大
学
の
国
際
化、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
よ
り一
層
推
進
す
る
こ
と
に
よっ
て、
キ
ャ
ン
パ
ス
が
居
な

が
ら
に
し
て
異
文
化
交
流
の
拠
点
と
な
り、
知
的
国
際
貢
献
の一
環
を
担
う
場

に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と、
学
長
と
し
て
は
考
え
て
い
る。

い
ず
れ
に
せ
よ、
今
日
の
よ
う
な
歴
史
的
な
移
行
期
に
お
い
て
は、
日
本
の

大
学
を
国
際
的
な
座
標
軸
と
次
元
に
お
い
て
位
置
づ
け、
い
わ
ゆ
る
グ
ロ
ー
バ

ル・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
日
本
の
大
学
を
計っ
て
み
る
と
い
う
国
際
的
次
元
で
の

大
学
評
価
が
い
ま
や
是
非
必
要
だ
と
い
え
よ
う。
な
ぜ
な
ら、
国
際
化、
情
報

化、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
す
れ
ば
す
る
ほ
ど、
大
学
問
の
壁
は
低
く
な
る
の

で
あ
り、
そ
も
そ
も
大
学
に
は
国
家
や
民
族・
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
ー
な
ど
に
よ
る

障
壁
が
あっ
て
は
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
だ
け
に、「
日
本
人
が
日
本
語
で
日
本

人
に
教
え
る」
と
い
う
「
知
の
鎖
国」
（
宮
在
官
巳
g
q
己
g
amF
8）
の
状
況

が一
般
的
な
日
本
の
大
学
を、
単
に
国
内
的
な
競
争
環
境
に
お
い
て
の
み
な
ら

ず、
世
界
の
な
か
で
見
て
み
る
と
い
う
国
際
比
較
の
視
点
が
不
可
欠
だ
か
ら
で
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あ
る

川
叫
に、
日
本
の
大
学
を
め
ぐっ
て
も 0・
ト一
附
紀
に
お
い
て
は
同
際

競
令
が
研
究、

教山口、

人
事、

川p
q
佐
保、

胞
品以
終
備
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
い
よ
い
よ
本
協
化
す
る
で
あ
ろ
う
し、

－
ト一

此
紀
の
わ
が
同
の
し人
中
仰
や

大
午
地
凶
も、

同
際
級
争
力
を
ト
分
に
仙
え
た
大
乍
と
い
う
制
点
か
ら
大
き
く

術
り
伴
え
ら
れ、

あ
る
い
は
川
制
さ
れ
て
ゆ
く
に
泌
い
な
い。

－
（
な
か
じ
ま・
み
れ
お）
一
九
三
六
年
生 門
国
勢
政
治
学
若
S
『
国

際
関
係
諭
』
（
中
公
新
内）
『
小
川
に
呪
縛
さ
れ
る
日
本
』
（
文
抗日
必
秋）

『
北
ぷ
然
烈
』
（
筑
m
n
M）

『
削世
代
中
同
沿
』
（
品川
水
占
的）

感

性

教

育

学
長

澄
川
喜

P加ID旬ft／，噌＂＇＇崎町

感
性
教
育
の
は
じ
ま
り

明
治
維
新
の
五
年
前
（一
／
六
三）、

伊
藤
間
文
ら
五
人
の
長
州
滞
士
が、

ロ

ン
ド
ン
大
学
に
的
学
し
た。
そ
の
内
の一
人、

山
足
跡
三
は、
グ
ラ
ス
ゴ
l
に

行
き、
川
間
は
造
船
所
で
働
き、
市l
時
の
進
ん
だ
丙
欧
文
明
に
術
燃
を
受
け

つ
』、
新
し
い
日
本
は
技
術
hu
川
を
り
指
す
べ
き
だ
と、
伎
は
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン・

カ
レ
ッ
ジ
（
羽
自
の
ス
ト
ラ
ス
ク
ラ
イ
ド
大
川よ

で
学
ん
で
い
る。

μ仰
向
後、

先
づ
人
H判
長
成
が
第
一
と、

人
づ
く
り
は、

も
の
づ
く
り、

同
づ

く
り
に
通
じ
る
と、

工
部
大
学
校
｛
現
来日
爪
大
学
E
学
部
の
前
身）

の
設L
U
に
尽

力
し
た。
同
時
に、
柔
軟
な
発
忽
と、
常
に
削
立
工
夫
の
で
き
る
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
感
性
盟
か
な
人
材
を、
と、
明
治
九
（司
八
ヒLハ）
年
E
郁
美
術
学
校
が

開
設
さ
れ
た。
仙北
同
位
初
の
感
性

教育
が
ス
タ
ー
ト
し
た。
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